
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－327491
(P2001－327491A)

(43)公開日 平成13年11月27日(2001.11.27)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  8/00       �A�6�1�B  8/00    �4�C�3�0�1

審査請求 未請求 請求項の数 13ＯＬ（全 8 数）

(21)出願番号 特願2000－150563(P2000－150563)

(22)出願日 平成12年5月22日(2000.5.22)

(71)出願人 390029791

アロカ株式会社

東京都三鷹市牟礼6丁目22番1号

(72)発明者 ▲高▼山 智司

東京都三鷹市牟礼6丁目22番1号  アロカ株

式会社内

(74)代理人 100075258

弁理士 吉田 研二 (外2名)

Ｆターム（参考） 4C301 EE13 EE14 KK31 LL05

(54)【発明の名称】 超音波診断システム

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置において、一連のユーザー操
作を自動的に再現できるようにする。
【解決手段】  パネルＩ／Ｆ２６は操作パネル２４から
の操作信号を操作モニタ信号としてコンピュータ１２に
出力する。コンピュータ１２上では一連のユーザー操作
に対応させて各操作タイミングを含む操作プロセス記述
ファイルが作成される。プロセス再現時にはコンピュー
タ１２から超音波診断装置１０へ各ステップごとに疑似
操作信号が記憶されたタイミングで出力される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ユーザー操作がなされた場合に、そのユ
ーザー操作内容を表す操作信号を出力する操作パネル
と、
前記操作信号が入力され、それが表すユーザー操作内容
に従って超音波計測を実行する計測部と、
前記操作パネルに対する一連のユーザー操作において、
各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミングを認
識するプロセス認識部と、
前記各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミング
が記述された操作プロセス記述ファイルが記憶されるプ
ロセス記憶部と、
前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステッ
プごとに、ユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それをユーザー操作タイミングで前記計測部へ出力
するプロセス再現手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断システム。
【請求項２】  請求項１記載のシステムにおいて、
前記プロセス記憶部に記憶された操作プロセス記述ファ
イルの内容を表示するプロセス表示手段と、
前記表示された操作プロセス記述ファイルの内容を編集
するプロセス編集手段と、
を含み、
前記プロセス再現手段は、前記編集された操作プロセス
記述ファイルに従って疑似操作信号を生成して出力する
ことを特徴とする超音波診断システム。
【請求項３】  請求項１記載のシステムにおいて、
前記プロセス再現手段によって一連のユーザー操作が再
現されている場合に、前記操作パネルに対するユーザー
操作の全部又は一部を無効とするパネル制御手段を含む
ことを特徴とする超音波診断システム。
【請求項４】  請求項１記載のシステムにおいて、
前記操作プロセス再現手段による操作プロセスの再現開
始を指示する再現開始指示入力手段を含むことを特徴と
する超音波診断システム。
【請求項５】  請求項１記載のシステムにおいて、
前記操作プロセス情報の記憶開始を指示する記憶開始指
示入力手段を含むことを特徴とする超音波診断システ
ム。
【請求項６】  請求項１記載のシステムにおいて、
前記操作プロセス再現手段によって操作プロセスが再現
されている場合に、前記操作プロセス再現手段の動作を
中断させる割り込み手段を含むことを特徴とする超音波
診断システム。
【請求項７】  ユーザー操作がなされた場合にその操作
内容を表す操作信号を出力する操作パネルと、
前記操作信号が入力されるインターフェイス回路と、
前記インターフェイス回路を経由して入力された前記操
作信号が表す操作内容に従って超音波計測を実行する計
測部と、
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前記操作パネルに対する一連のユーザー操作において、
各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミングを認
識するプロセス認識部と、
前記各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミング
が記述された操作プロセス記述ファイルが記憶されるプ
ロセス記憶部と、
前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステッ
プごとにユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それをユーザー操作タイミングで前記インターフェ
イス回路に出力するプロセス再現手段と、
を含み、
前記インターフェイス回路は、
前記操作パネルからの操作信号が入力される第１入力ポ
ートと、
前記プロセス再現手段からの疑似操作信号が入力される
第２入力ポートと、
を備え、
前記第１入力ポートからの操作信号の入力と前記第２入
力ポートからの疑似操作信号の入力とを選択する選択回
路が設けられたことを特徴とする超音波診断システム。
【請求項８】  請求項７記載のシステムにおいて、
前記プロセス再現手段によって操作プロセスが再現され
ている場合に、各操作ステップの操作内容を前記操作パ
ネル上の表示に反映させるパネル制御手段を含むことを
特徴とする超音波診断システム。
【請求項９】  超音波診断装置とそれに接続された制御
装置とで構成される超音波診断システムにおいて、
前記超音波診断装置は、
ユーザー操作がなされた場合に、そのユーザー操作内容
を表す操作信号を出力する操作パネルと、
前記操作信号が入力され、それが表すユーザー操作内容
に従って超音波計測を実行する計測部と、
を含み、
前記制御装置は、
前記超音波診断装置における前記操作パネルに対する一
連のユーザー操作において各ステップごとの操作内容及
び操作タイミングを認識するプロセス認識部と、
前記各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミング
が記述された操作プロセス情報記述ファイルが記憶され
るプロセス記憶部と、
前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステッ
プごとにユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それを操作タイミングで前記超音波診断装置の前記
計測部へ出力するプロセス再現手段と、
を含むことを特徴とする超音波診断システム。
【請求項１０】  請求項９記載のシステムにおいて、
前記制御装置は、
前記プロセス記憶部に記憶された操作プロセス記述ファ
イルの内容を表示する操作プロセス表示手段と、
前記表示された操作プロセス記述ファイルの内容を編集
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するプロセス編集手段と、
を含み、
前記操作プロセス再現手段は、前記編集された操作プロ
セス記述ファイルの内容に従って疑似操作信号を生成し
て出力することを特徴とする超音波診断システム。
【請求項１１】  ユーザー操作がなされた場合に、その
操作内容を表す操作信号を出力する操作パネルと、
前記操作信号が入力され、それが表す操作内容に従って
超音波計測を実行する計測部と、
前記操作パネルからの操作信号を外部へ出力する出力ポ
ートと、
外部からの疑似操作信号を入力してそれを計測部へ送る
入力ポートと、
を含み、
前記計測部が前記疑似操作信号に従って超音波計測を実
行することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１２】  ユーザー操作がなされた場合にその操
作内容を表す操作信号を出力する操作パネルと、前記操
作信号が入力され、それが表す操作内容に従って超音波
計測を実行する計測部と、前記操作パネルからの操作信
号を外部へ出力する出力ポートと、外部からの疑似操作
信号を入力してそれを計測部へ送る入力ポートと、を備
えた超音波診断装置に接続される制御装置であって、
前記出力ポートから入力される前記操作信号に基づい
て、前記操作パネルに対する一連のユーザー操作におけ
る各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミングを
認識するプロセス認識部と、
前記各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミング
が記述された操作プロセス記述ファイルが記憶されるプ
ロセス記憶部と、
前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステッ
プごとに、ユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それを操作タイミングで前記入力ポートへ出力する
プロセス再現手段と、
を含むことを特徴とする制御装置。
【請求項１３】  ユーザー操作がなされた場合にそのユ
ーザー操作内容を表す操作信号を出力する操作パネル
と、前記操作信号が入力され、それが表す操作内容に従
って超音波計測を実行する計測部と、前記操作パネルか
らの操作信号を外部へ出力する出力ポートと、外部から
の疑似操作信号を入力してそれを計測部へ送る入力ポー
トと、を備えた超音波診断装置に接続されるコンピュー
タに読み込まれて実行されるプログラムを記憶した媒体
であって、
前記プログラムは、
前記操作信号に基づいて、前記操作パネルに対する一連
のユーザー操作における各操作ステップごとの操作内容
及び操作タイミングを認識する機能と、
前記操作ステップごとのユーザー操作内容及び操作タイ
ミングに関する操作プロセス情報を管理する機能と、
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前記操作プロセス情報に従って、各操作ステップごと
に、ユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成し、そ
れを操作タイミングで前記入力ポートへ出力する機能
と、
を含むことを特徴とするプログラム記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断システム
に関し、特に操作パネルを利用してユーザー入力がなさ
れるシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、超音波の送受波によ
り、各種の超音波画像（生体の二次元断層画像や二次元
ドプラ画像など）を表示する装置である。超音波診断装
置には、多数の診断モードが具備され、診断用途に合致
した診断モードが各診断ごとに選択される。また、超音
波診断装置は、表示された画像上で各種の測定を行う機
能も有している。例えば、臓器の断層画像が表示されて
いる状態において、複数のマーカーを画面上に登場さ
せ、それを臓器の両端に位置決めすることによって、臓
器の大きさの測定を行える。超音波診断装置は、そのよ
うな測定機能を例えば数十から数百も有している。
【０００３】一方、特定の医者が使用する診断モードや
機能は一定範囲内に固定化される場合が多く、また、同
じ操作プロセス（操作手順、操作ルーチン）が繰り返し
遂行される場合も多い。
【０００４】そこで、従来の超音波診断装置の中には、
あらかじめ一連の操作手順を登録しておき、特定キーが
ユーザー操作されるたびに１つずつ操作ステップを自動
進行させていく機能を有するものがある。つまり、最初
に特定キーを操作すると第１番目のステップ（例えばＢ
モード送受信）が実行され、次に特定キーを操作すると
第２番目のステップ（例えば画面フリーズ）が実行さ
れ、更に特定キーを操作すると第３番目のステップ（例
えばマーカー表示）が実行され、そのような工程を繰り
返し行うものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
ような半自動方式によると、各ステップごとに特定キー
の操作が必ず必要となる。このため、操作が煩雑とな
り、また、検査時間の短縮化の妨げとなる。特に、集団
検診などの場合には、同じ超音波計測を多数の者に対し
て繰り返し行われるが、その効率化が要請される。
【０００６】本発明は、上記従来の課題に鑑みなされた
ものであり、その目的は、一連のユーザー操作をその操
作タイミングを考慮しつつ再現して超音波診断における
操作性を向上することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】（１）上記目的を達成す
るために、本発明に係るシステムは、ユーザー操作がな
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された場合に、そのユーザー操作内容を表す操作信号を
出力する操作パネルと、前記操作信号が入力され、それ
が表すユーザー操作内容に従って超音波計測を実行する
計測部と、前記操作パネルに対する一連のユーザー操作
において、各操作ステップごとの操作内容及び操作タイ
ミングを認識するプロセス認識部と、前記各操作ステッ
プごとの操作内容及び操作タイミングが記述された操作
プロセス記述ファイルが記憶されるプロセス記憶部と、
前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステッ
プごとに、ユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それをユーザー操作タイミングで前記計測部へ出力
するプロセス再現手段と、を含むことを特徴とする。
【０００８】上記構成によれば、操作パネルを利用して
入力される一連の操作プロセスが記憶され、その操作プ
ロセスを自動的に再現できる。特に、各操作ステップの
操作内容に加えて操作タイミングも再現できるので、各
操作ステップごとにステップ進行の指示を入力する手間
がいらなくなる。よって、操作プロセス再現時の煩雑さ
を解消することが可能である。もちろん、一連の操作プ
ロセスの中に、例外的に、ユーザー操作を待ってそれ以
降の操作ステップを自動進行させるようにしてもよい。
本発明に係るすべての構成を超音波診断装置に内蔵させ
ることも可能であるが、プロセス認識部、プロセス記憶
部、及びプロセス再現手段を超音波診断装置とは別体に
構成されたコンピュータ上に構築することもできる。そ
の場合には、超音波診断装置とコンピュータとが有線方
式又は無線方式で接続され、各手段がプログラムによっ
て実現される。
【０００９】望ましくは、前記プロセス記憶部に記憶さ
れた操作プロセス記述ファイルの内容を表示するプロセ
ス表示手段と、前記表示された操作プロセス記述ファイ
ルの内容を編集するプロセス編集手段と、を含み、前記
プロセス再現手段は、前記編集された操作プロセス記述
ファイルに従って疑似操作信号を生成して出力する。
【００１０】この構成によれば、いったん取り込まれた
操作プロセスの内容を編集して、所望の内容に書き換え
ることができる。よって、登録時に操作の誤りやタイミ
ングの遅れなどがあっても、それらを編集によって訂正
することが可能となる。更に、登録時においては各操作
を確認しながらゆっくり行い、再現時には一部又は全部
のステップを高速進行させることも可能である。
【００１１】望ましくは、前記プロセス再現手段によっ
て一連のユーザー操作が再現されている場合に、前記操
作パネルに対するユーザー操作の全部又は一部を無効と
するパネル制御手段を含む。この構成によれば、プロセ
ス再現中に操作パネル上での再現プロセスと抵触する操
作を禁止して、プロセス再現動作時のエラーを防止でき
る。よって、そのようなエラーが生じる範囲で操作パネ
ルの操作を無効とし、それ以外の操作（例えば、画面の
輝度調整など）の有効性を維持させるのが望ましい。
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【００１２】望ましくは、前記操作プロセス再現手段に
よる操作プロセスの再現開始を指示する再現開始指示入
力手段を含む。望ましくは、前記操作プロセス情報の記
憶開始を指示する記憶開始指示入力手段を含む。
【００１３】望ましくは、前記操作プロセス再現手段に
よって操作プロセスが再現されている場合に、前記操作
プロセス再現手段の動作を中断させる割り込み手段を含
む。この構成によれば、プロセス再現の途中で例外処理
を行うことやプロセス再現を途中で停止させることなど
ができる。
【００１４】（２）また、上記目的を達成するために、
本発明に係るシステムは、ユーザー操作がなされた場合
にその操作内容を表す操作信号を出力する操作パネル
と、前記操作信号が入力されるインターフェイス回路
と、前記インターフェイス回路を経由して入力された前
記操作信号が表す操作内容に従って超音波計測を実行す
る計測部と、前記操作パネルに対する一連のユーザー操
作において、各操作ステップごとの操作内容及び操作タ
イミングを認識するプロセス認識部と、前記各操作ステ
ップごとの操作内容及び操作タイミングが記述された操
作プロセス記述ファイルが記憶されるプロセス記憶部
と、前記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ス
テップごとにユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生
成し、それをユーザー操作タイミングで前記インターフ
ェイス回路に出力するプロセス再現手段と、を含み、前
記インターフェイス回路は、前記操作パネルからの操作
信号が入力される第１入力ポートと、前記プロセス再現
手段からの疑似操作信号が入力される第２入力ポート
と、を備え、前記第１入力ポートからの操作信号の入力
と前記第２入力ポートからの疑似操作信号の入力とを選
択する選択回路が設けられたことを特徴とする。
【００１５】上記構成によれば、インターフェイス回路
から操作信号を分岐取り出しをしてプロセスを認識し、
また、インターフェイス回路へ疑似操作信号を与えるこ
とができるので、計測部で操作信号か疑似操作信号かを
認識させる必要がなくなる。よって、装置の基本構成を
そのまま維持することが可能となる。
【００１６】望ましくは、前記プロセス再現手段によっ
て操作プロセスが再現されている場合に、各操作ステッ
プの操作内容を前記操作パネル上の表示に反映させるパ
ネル制御手段を含む。この構成によれば、プロセス再現
時に、操作パネル上に通常の操作時と同様の表示がなさ
れるので、その表示によって設定確認を行うことができ
る。
【００１７】（３）また、上記目的を達成するために、
本発明に係るシステムは、超音波診断装置とそれに接続
された制御装置とで構成される超音波診断システムにお
いて、前記超音波診断装置は、ユーザー操作がなされた
場合に、そのユーザー操作内容を表す操作信号を出力す
る操作パネルと、前記操作信号が入力され、それが表す
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7
ユーザー操作内容に従って超音波計測を実行する計測部
と、を含み、前記制御装置は、前記超音波診断装置にお
ける前記操作パネルに対する一連のユーザー操作におい
て各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミングを
認識するプロセス認識部と、前記各操作ステップごとの
操作内容及び操作タイミングが記述された操作プロセス
情報記述ファイルが記憶されるプロセス記憶部と、前記
操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステップご
とにユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成し、そ
れを操作タイミングで前記超音波診断装置の前記計測部
へ出力するプロセス再現手段と、を含むことを特徴とす
る。
【００１８】この構成によれば、超音波診断装置に対し
てパーソナルコンピュータ（ＰＣ）などの制御装置を接
続して、操作プロセスの登録及び再現を行える。例え
ば、第１の超音波診断装置の操作プロセスを記憶してお
き、第２の超音波診断装置でその操作プロセスを再現す
ることも可能である。その場合、操作プロセス記述ファ
イルは記録メディアに記憶され、あるいはネットワーク
伝送される。また、複数の操作プロセスを記憶してお
き、診断に応じて、いずれかの操作プロセスを選択する
ようにしてもよい。
【００１９】望ましくは、前記制御装置は、前記プロセ
ス記憶部に記憶された操作プロセス記述ファイルの内容
を表示する操作プロセス表示手段と、前記表示された操
作プロセス記述ファイルの内容を編集するプロセス編集
手段と、を含み、前記操作プロセス再現手段は、前記編
集された操作プロセス記述ファイルの内容に従って疑似
操作信号を生成して出力する。
【００２０】（４）また、上記目的を達成するために、
本発明に係る超音波診断装置は、ユーザー操作がなされ
た場合に、その操作内容を表す操作信号を出力する操作
パネルと、前記操作信号が入力され、それが表す操作内
容に従って超音波計測を実行する計測部と、前記操作パ
ネルからの操作信号を外部へ出力する出力ポートと、外
部からの疑似操作信号を入力してそれを計測部へ送る入
力ポートと、を含み、前記計測部が前記疑似操作信号に
従って超音波計測を実行することを特徴とする。
【００２１】（５）また、上記目的を達成するために、
本発明に係る制御装置は、ユーザー操作がなされた場合
にその操作内容を表す操作信号を出力する操作パネル
と、前記操作信号が入力され、それが表す操作内容に従
って超音波計測を実行する計測部と、前記操作パネルか
らの操作信号を外部へ出力する出力ポートと、外部から
の疑似操作信号を入力してそれを計測部へ送る入力ポー
トと、を備えた超音波診断装置に接続される制御装置で
あって、前記出力ポートから入力される前記操作信号に
基づいて、前記操作パネルに対する一連のユーザー操作
における各操作ステップごとの操作内容及び操作タイミ
ングを認識するプロセス認識部と、前記各操作ステップ
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ごとの操作内容及び操作タイミングが記述された操作プ
ロセス記述ファイルが記憶されるプロセス記憶部と、前
記操作プロセス記述ファイルに従って、各操作ステップ
ごとに、ユーザー操作内容を表す疑似操作信号を生成
し、それを操作タイミングで前記入力ポートへ出力する
プロセス再現手段と、を含むことを特徴とする。
【００２２】（６）また、上記目的を達成するために、
本発明に係るプログラム記憶媒体は、ユーザー操作がな
された場合にそのユーザー操作内容を表す操作信号を出
力する操作パネルと、前記操作信号が入力され、それが
表す操作内容に従って超音波計測を実行する計測部と、
前記操作パネルからの操作信号を外部へ出力する出力ポ
ートと、外部からの疑似操作信号を入力してそれを計測
部へ送る入力ポートと、を備えた超音波診断装置に接続
されるコンピュータに読み込まれて実行されるプログラ
ムを記憶した媒体であって、前記プログラムは、前記操
作信号に基づいて、前記操作パネルに対する一連のユー
ザー操作における各操作ステップごとの操作内容及び操
作タイミングを認識する機能と、前記操作ステップごと
のユーザー操作内容及び操作タイミングに関する操作プ
ロセス情報を管理する機能と、前記操作プロセス情報に
従って、各操作ステップごとに、ユーザー操作内容を表
す疑似操作信号を生成し、それを操作タイミングで前記
入力ポートへ出力する機能と、を含むことを特徴とす
る。
【００２３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施形態を
図面に基づいて説明する。
【００２４】図１には、本発明に係る超音波診断システ
ムの好適な実施形態が示されており、図１はシステムの
概略的な構成を示すブロック図である。
【００２５】図１に示す超音波診断システムは、本実施
形態において、超音波診断装置１０と制御部として機能
するコンピュータ１２とで構成される。もちろん、全て
の機能を単一の超音波診断装置上に組み込むことも可能
である。
【００２６】超音波診断装置１０において、探触子１４
は、生体表面上に当接して用いられ、あるいは体腔内に
挿入して用いられる超音波送受波器であって、この探触
子１４には超音波振動子が含まれ、その超音波振動子に
よって超音波が送受波される。この探触子１４としては
各種のものを利用することが可能である。
【００２７】送受信部１６は、探触子１４に対して送信
信号を供給するとともに探触子１４からの受信信号を処
理する回路である。送受信部１６は従来の超音波診断装
置と同様に受信ビーム及び送信ビームを形成する機能を
有している。画像処理部１８は、送受信部１６から出力
される受信信号に基づいて超音波画像を形成する回路で
ある。例えば画像処理部１８は、Ｂモード断層画像を形
成する機能、二次元ドプラ画像を形成する機能、各種の
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画像処理を実行する機能、各種の演算を行う機能、など
を有している。超音波画像は表示部２２に表示される。
また計測値や演算結果なども表示部２２に表示される。
【００２８】制御部２０は、超音波診断装置１０の各構
成を制御するユニットである。例えば超音波画像上にお
ける２点間の距離などを計測する場合には、制御部２０
に内蔵された計測プログラムが実行され、そのような計
測プログラムに従って各種の演算が実行される。探触子
１４～表示部２２及び制御部２０は計測ユニットとして
位置づけられる。
【００２９】制御部２０には、パネルＩ／Ｆ（インター
フェイス）２６を介して操作パネル２４が接続されてい
る。この操作パネル２４は、キーボード、各種の操作ス
イッチ及びトラックボールなどのポインティングデバイ
スを備えた操作盤である。この操作パネル２４を利用し
てユーザーによって各種の計測操作が実行される。
【００３０】パネルＩ／Ｆ２６は、制御部２０からの制
御信号を操作パネル２４に出力すると共に、操作パネル
２４からの操作信号を制御部２０に対して出力してい
る。ここで、操作パネル２４上には、各種のスイッチな
どに対応した複数の発光素子などが備えられており、あ
る操作スイッチを操作すると、それに対応した発光素子
が発光する。また、それ以外に液晶表示部などを備えて
いてもよい。
【００３１】パネルＩ／Ｆ２６には、本実施形態におい
て、操作パネル２４からの操作信号を分岐させて外部に
出力する機能を有している。また、パネルＩ／Ｆ２６は
外部から入力される疑似操作信号を前記操作信号に代え
て制御部２０に出力する機能を有している。すなわち、
パネルＩ／Ｆ２６は、操作パネル２４側から見て少なく
とも２つの操作信号の出力ポートを有しており、また外
部からの疑似操作信号の入力ポートを備えている。ちな
みに、パネルＩ／Ｆ２６は、操作信号及び疑似操作信号
のいずれかを選択して制御部２０に出力する機能も有し
ており、その選択はコンピュータ１２から出力されるパ
ネル制御信号によってなされている。さらに、コンピュ
ータ１２から疑似操作信号と共に、操作パネル２４上に
おける表示を行うための制御信号が入力された場合、パ
ネルＩ／Ｆ２６はその制御信号を操作パネル２４に出力
する機能も有している。
【００３２】つまり、パネルＩ／Ｆ２６は、制御部２０
から見て操作パネル２４であるか、コンピュータ１２で
あるかを意識させることなく操作信号を制御部２０に提
供する処理を行っている。また、操作パネル２４に対し
て制御部２０からの制御信号であるかコンピュータ１２
からの制御信号であるかを意識させることなく当該制御
信号を操作パネル２４に出力する処理を行っている。し
たがって、このような構成によれば、超音波診断装置１
０における基本構成をそのまま維持しつつ付加的にコン
ピュータ１２を接続して上述したようなプロセスの再現
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を実現することが可能となる。例えば、既存の超音波診
断装置において、パネルＩ／Ｆ２６が上記のような複数
の入出力ポートを備えている場合には、そのような超音
波診断装置の設定変更を行うことなくコンピュータ１２
を接続するだけでプロセスの再現を実現でき、またパネ
ルＩ／Ｆ２６がそのような機能を有していない場合で
も、そのユニットのみを設定変更あるいは交換すれば、
上記同様の機能を実現することが可能である。
【００３３】本実施形態においては、超音波診断装置１
０とコンピュータ１２とが例えばＲＳ－２３２Ｃなどの
シリアルデータラインによって接続されている。そのラ
イン上には上述したように操作信号として操作モニタ信
号が超音波診断装置１０からコンピュータ１２へ伝送さ
れ、一方、そのライン上にはコンピュータ１２から超音
波診断装置１０へパネル制御信号が伝送される。ちなみ
に、図１において符号２７は、コンピュータ１２と超音
波診断装置１０とを接続するための接続コネクタを表し
ている。
【００３４】コンピュータ１２において、通信部２８は
超音波診断装置１０との間における信号の送受信を行う
ためのユニットである。制御部３０は、所定のプログラ
ム及びそれを実行するＣＰＵなどで構成されるものであ
る。ここで、プロセス再現のためのプログラムは制御部
３０に内蔵されているＲＡＭやＲＯＭに格納されてい
る。表示部３４はディスプレイで構成され、入力部３６
はキーボードやマウスなどで構成される。操作プロセス
記憶部３２は、ＲＡＭ上などに格納される操作プロセス
記述ファイルを格納するメモリである。タイマ３５は、
操作タイミングを計測するための手段である。
【００３５】図２には、操作プロセス記憶部３２に記憶
される操作プロセス記述ファイルの内容が例示されてい
る。本実施形態においては一連の操作ステップからなる
操作プロセス上において、各操作ステップごとに操作
名、タイミング情報、値がそれぞれ対応付けられてい
る。ここで、操作名は例えばコードによって表記される
ものであり、例えばＢモード選択、キャリパー計測など
といったものである。タイミング情報は各操作ステップ
が実行されるタイミングを表すための時間情報であり、
時刻やあるいは最初のステップからの経過時間あるいは
全ステップからの経過時間などのタイミングを再現でき
る情報として構成されている。値は操作において何らか
のパラメータ入力がなされる場合、当該パラメータの値
に相当している。例えば画面表示上におけるマーカーの
座標値がそれに相当する。
【００３６】したがって、このような操作プロセス記述
ファイルに従って各ステップごとにユーザー操作を再現
していけば、過去に行われた一連のユーザー操作と同じ
操作を同じタイミングで再現することが可能となり、各
操作ステップごとに特別な操作を行うことなく一連の操
作プロセスを再現することが可能である。



(7) 特開２００１－３２７４９１

10

20

30

40

50

11
【００３７】もちろん、操作プロセスの内容は保存時に
おいてあるいは必要に応じて編集可能である。
【００３８】図３には、図１に示したシステムの動作が
フローチャートとして示されている。まず、Ｓ１０１で
は、超音波診断装置１０及びコンピュータ１２が立ち上
げられる。Ｓ１０２では、コンピュータ１２及び超音波
診断装置１０との間におけるコネクションが確立してい
るか否かが確認される。
【００３９】Ｓ１０３では、コンピュータ１２上におけ
る入力部３６あるいは超音波診断装置１０における操作
パネル２４を利用して動作モードがユーザー選択され
る。ここで、動作モードとしては、プロセス取得モー
ド、プロセス編集モード、プロセス再現モードがある。
【００４０】Ｓ１０３でプロセス取得モードが選択され
ると、Ｓ１０４において、操作パネル２４あるいは入力
部３６上における取得開始指示の入力があったか否かが
判断される。そのような入力があると、Ｓ１０５におい
て操作パネル２４上に入力されたユーザー操作内容がコ
ンピュータ１２側で認識される。その場合においてはそ
の操作タイミングの情報もタイマ３５の値などに基づい
て認識される。Ｓ１０６では操作パネル２４あるいは入
力部３６において取得終了の指示の入力があったか否か
が判断され、そのような入力がなければ、各ステップご
とにＳ１０５の工程が繰り返し実行される。すなわち、
図２に示したように、各ステップごとに操作名、タイミ
ング情報、及び必要に応じてその値が順次格納されるこ
とになる。そして、最終的に操作プロセス記述ファイル
が作成される。
【００４１】Ｓ１０７では、再度取得を行うか否かが判
断され、再度取得を行う場合にはＳ１０４からの各工程
が繰り返し実行される。一方、再度取得を行なわない場
合には、Ｓ１０８において、それまでに作成された操作
プロセス記述ファイルを保存するか否かが判断され、保
存する場合にはＳ１０９において操作プロセス記憶部３
２上に今まで作成された操作プロセス記述ファイルが保
存される。
【００４２】一方、Ｓ１０３において、プロセス編集モ
ードが選択されると、Ｓ１１０において、コンピュータ
１２における表示部３４上に操作プロセス記述ファイル
の内容がリスト表示される。そこで、ユーザーは、Ｓ１
１１においてそのリスト上における変更対象を選択して
変更内容を入力する。Ｓ１１２では、そのような編集作
業を続行するか否かが判断され、続行する場合には、Ｓ
１１１での変更作業が繰り返し実行される。
【００４３】Ｓ１１３では、編集後の操作プロセス記述
ファイルを保存するか否かが判断され、ユーザーが保存
する指示を与えると、Ｓ１１４において当該操作プロセ
ス記述ファイルが保存され、その内容が更新される。
【００４４】一方、Ｓ１０３において、プロセス再現モ
ードが選択されると、Ｓ１１５において、まず制御部３*
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*０の制御によって操作パネル２４における入力操作が全
体的にあるいは部分的に無効とされる。すなわち、コン
ピュータ１２から上記のパネル制御信号がパネルＩ／Ｆ
２６に出力され、そのパネルＩ／Ｆ２６が操作パネル２
４からの操作信号の受付を停止する。
【００４５】Ｓ１１６では、選択された操作プロセス記
述ファイルの内容に従って、各ステップごとに登録され
た操作タイミングで、各ステップのユーザー操作を表す
疑似操作信号を出力する。その疑似操作信号は上述のよ
うにパネルＩ／Ｆ２６に提供される。Ｓ１１７で停止指
示の入力が判定されるかあるいは操作プロセスの全体が
終了すると、Ｓ１１８において操作パネルが全面的に有
効とされる。一方、Ｓ１１７において、なお操作プロセ
スの再現の継続が判定されると、Ｓ１１６が繰り返し実
行され、各操作ステップが順番に再現されることにな
る。
【００４６】Ｓ１１９では本ルーチンを終了するか否か
が判断され、終了させない場合にはＳ１０３からの各工
程が繰り返し実行される。
【００４７】以上の実施形態によれば、たとえばルーチ
ン検査などを行う場合に、あらかじめ自己の好みの操作
プロセスを登録しておけば、格別な操作を各ステップご
とに行うことなく当該ルーチン検査を自動進行させるこ
とが可能となる。したがって、特に集団検診などにおい
て同じような検査を多数の者に繰り返し行うような場合
に検査者の負担を著しく軽減することが可能となる。も
ちろん、必要に応じて操作プロセスの再現途中において
一次中断の指示を入力させることもでき、また図３に示
したＳ１１７のように割り込みによって操作プロセスの
再現を中断させることも可能である。また、各操作プロ
セス記述ファイルを患者あるいは科目などに対応させて
おけば、超音波診断装置において患者名を入力した場合
や科目を選択した場合に自動的に所望の操作プロセスの
自動開始を行わせることも可能である。
【００４８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
一連のユーザー操作をその操作タイミングを考慮しつつ
再現することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係るシステムの全体構成を示すブロ
ック図である。
【図２】  操作プロセス記述ファイルの内容を示す図で
ある。
【図３】  システムの動作を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１０  超音波診断装置、１２  コンピュータ、１４  探
触子、１６  送受信部、１８  画像処理部、２０  制御
部、２２  表示部、２４  操作パネル、２６パネルＩ／
Ｆ、２８  通信部、３０  制御部、３２  操作プロセス
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記憶部、３４表示部、３５  タイマ、３６  入力部。

【図１】

【図２】 【図３】
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